
福島第⼀原⼦⼒発電所 フランジ型タンクに貯留
している多核種除去設備等処理⽔の移送完了について

 フランジ型タンクに貯留している多核種除去設備等処理⽔については、より信頼性の⾼い溶接型タンク
への移送を実施してきましたが、この度、2019年3⽉27⽇に移送を完了※1しました。

 これにより、フランジ型タンクからの漏えいリスクが低減され、より安定した管理ができます。
 また、上記完了をもって、中⻑期ロードマップにおけるマイルストーン「2018年度内に浄化設備等に

より浄化処理した⽔の貯⽔を全て溶接型タンクで実施」を達成しています。
（フランジ型タンク内のストロンチウム処理⽔の浄化処理は、2018年11⽉17⽇に完了。）

 なお、フランジ型タンク※２に貯留している淡⽔は2019年５⽉頃を⽬途に溶接型タンクへ移送予定です。
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※1 タンク底部の残⽔(約1,500m3）を除く。
※2 当該フランジ型タンクは、底板及び第⼀段までの側板の補修は実施済みです。
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